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「
神
石
高
原
（
ジ
ン
セ
キ
コ
ウ
ゲ
ン
）
町
」

は
、
広
島
県
東
部
の
岡
山
県
と
の
県
境
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
人
口
９
５
１
２
人
（
65
歳
以
上

４
３
４
８
人
）、
高
齢
化
率
45
％
で
す
。
標
高

４
０
０
～
５
０
０
m
、
豊
か
な
自
然
に
澄
ん
だ

空
気
、
そ
し

て
３
つ
の
川

（
高
梁
川
、

芦
田
川
、
江

の
川
）
の
源

流
が
あ
り
、

初
夏
に
な
る

と
あ
ち
こ
ち

で
ホ
タ
ル
が

乱
舞
し
ま

す
。

中
学
校
の
廃
校
と
廃
校
活
用
の
検
討

　

全
国
の
ど
こ
も
同
じ
で
す
が
、
中
山
間
地
の

私
た
ち
の
町
に
は
い
ち
早
く
、
過
疎
と
少
子
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
３
つ
の
中
学
校
を
１
つ

に
統
合
し
、昭
和
52
年
に
建
築
さ
れ
た「
小
畠（
こ

ば
た
け
）
中
学
校
」
は
廃
校
に
な
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

廃
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
振
興
区
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
関
係
者
、
商
工
会
、
老
人
会
、

青
年
会
、
女
性
会
等
、
地
域
住
民
が
参
加
す
る

「
小
畠
中
学
校
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
」
が
組

織
さ
れ
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

学
校
施

設
は
、
住

民
の
意
識
の

な
か
で
重
要

な
資
源
で
あ

り
、
有
効

利
用
は
地

域
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま

す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
地

域
住
民
の
要

望
、
意
見
を

聴
き
、
廃
校

の
活
用
方
法

を
検
討
し
よ

う
と
し
た
の

で
す
。

総
合
福
祉
施
設
へ　

　

検
討
委
員
会
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

多
く
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
高
齢

者
福
祉
施
設
と
し
て
の
活
用
が
圧
倒
的
に
多
く
、

検
討
委
員
会
は
、
住
民
の
意
見
と
し
て
、
高
齢

者
福
祉
施
設
へ
の
活
用
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
３
月
、
小
畠
中
学
校
は
、
学
び
舎

と
し
て
の
役
割
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。
そ
し
て
、

高
齢
者
福
祉
を
含
む
「
小
畠
総
合
福
祉
施
設
」

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と
な
り

ま
し
た
。

　

近
隣
の
住
民
か
ら
は
、
廃
校
と
な
っ
た
当
初

は
、
子
ど
も
の
声
も
な
く
明
か
り
も
消
え
、
と

て
も
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
た
が
、
活
用
さ
れ
た

こ
と
で
、
再
び
明
か
り
が
灯
り
、
子
ど
も
達
の

声
も
聞
こ
え
、
活
気
が
戻
っ
て
き
た
と
の
評
価

を
頂
き
ま
し
た
。

小
畠
総
合
福
祉
施
設
の
事
業
内
容

　

小
畠
総
合
福
祉
施
設
で
実
施
し
て
い
る
各
事

業
の
概
要
と
、
神
石
高
原
町
な
ら
で
は
の
特
色

を
上
げ
て
み
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
旧
小

人
と
自
然
が
輝
く
高
原
の
町「
神
石
高
原
町
」の

小
畠
総
合
福
祉
施
設
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畠
中
学
校
校
舎
と
い
う
同
じ
建
物
の
中
で
、
開

所
時
か
ら
継
続
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

①「
高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

　
（
利
用
者
１
０
０
人
弱
）

　

高
齢
者
ま
た
は
障
が
い
者
の
方
で
あ
っ
て
、
食

事
の
調
理
が
困
難
な
方
に
対
し
、
年
中
無
休
で
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
（
昼
食
と
夕
食
）

を
配
食
し
て
い
ま
す
。
配
食
の
種
類
に
は
、
普

通
の
食
事
「
普
通
食
」
と
は
別
に
、
や
わ
ら
か

い
食
事
し
か
と
れ
な
い
人
の
た
め
に
「
刻
み
食
」

も
準
備
し
て
い
ま
す
。
配
食
は
居
宅
を
定
期
的

に
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
に
利
用
者

の
安
否
確
認
も
行
い
ま
す
。

②「
高
齢
者
生
活
支
援
施
設
」

　
（
定
員
15
人
、
入
所
者
13
人
）

　

身
体
的
に
は
自
立
も
し
く
は
要
支
援
で
、
独

立
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
60
歳
以

上
の
高
齢
者

が
、
共
同

生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

共
同
生
活

は
、
細
か
い

プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ま
ず
、

ゆ
と
り
を

持
っ
た
生
活

を
送
り
ま

す
。

③
「
託
児
所
」（
定
員
20
人
）

　

町
内
外
の
保
育
所
、
幼
稚
園
に
通
う
前
の
乳

幼
児
を
、
０
歳
か
ら
預
り
ま
す
。
利
用
時
間
は

午
前
７
時

か
ら
午
後

７
時
で
す
。

小
畠
地
区
の

保
育
所
は

２
歳
か
ら

受
け
入
れ
る

た
め
、
２

歳
未
満
の
乳

幼
児
の
利
用

が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

④
「
放
課
後
児
童
施
設
」（
定
員
40
人
）

　

小
学
生
で
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児

童
に
対
し
、放

課
後
の
遊
び

の
場
と
生
活

の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

運
営
を
町
の

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
お

り
、世
代
間
交

流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
等

　
　
　

　

４
つ
の
事
業
と
も
、
運
営
・
管
理
に
つ
い
て
は
、

神
石
高
原
町
が
別
法
人
（
社
会
福
祉
法
人
、
公

益
社
団
法
人
、
株
式
会
社
）
に
委
託
す
る
方
式

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
合
計

で
雇
用
を
42
人
分
（
パ
ー
ト
を
含
む
）
確
保
し

て
お
り
、
地
域
の
職
場
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
小
畠
総
合
福
祉
施
設
の
課

題
と
し
て
、
施
設
の
老
朽
化
が
あ
り
ま
す
。
施

設
は
平
成
12
年
か
ら
運
営
を
開
始
し
15
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
大
規
模
な
修
繕
が
必

要
な
時
期
が
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ

の
意
見
を
十
分
に
考
慮
し
取
り
進
め
て
ゆ
く
の

が
、
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「普通食」と「刻み食」 配食サービスセンターでの食事作り

高齢者生活支援施設談話室

放課後児童施設

楽しい絵本
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